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ダ・ユトレヒトにある KWRWatercycle. Research 




















の中で私は，あのAOC(Assimilable Organic Carbon; 
生物利用可能有機炭素)の開発者として著名な Dick






























































































2 大腸菌と腸球菌 OCFU/100mL 
3 アエロモナス 1000 CFU/100 mL以下
4 220Cにおける形成集落数 100 CFU/IOO mL以下








である。最初は Medema氏 もそれを疑い， Iよく見直
してくれJと言っていたが，丹念に調べたところ間違
いがない。またそうなる理由もほぼ判明した。Medema
写真2 KWR微生物部門の研究者たち 氏も納得し， Iこれまで、行ってきた QMRAの結果を見
(私の滞在最終日にフェアウエル・ランチパーティーを聞い 直す必要があるJと言ってくれた。これらの結果にっ



































写真3 水源となっている干拓地 (BethunePolder) 
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